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④登録要件を満たす民間資格を登録

＜背景＞

•老朽化施設の増加と維持管理に関する法令等の整備に伴い、今後点検・診断等の業務の増加が見込まれる
•業務発注時に、特に市町村において民間資格は十分活用されていない
•平成26年6月に改正された「公共工事の品質確保の促進に関する法律」において、資格等による適切な能力の評価が規定。

①点検・診断等の業務に必要な知識・技術を登録要件として明確化

＜民間資格の登録等のプロセス＞

国土交通省が業務内容に応じて必要となる知識・技術を登録要件として明確化し、登録要件等に適合すると評価され
た既存の民間資格を登録する登録規程を国土交通大臣が告示。

②民間資格を公募

③民間資格を業務内容に応じた必要な知識・技術を有するか評価

外注業務において登録された資格を活用
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登録規程の枠組み

道路 砂防 ○○

橋梁（鋼橋）
橋梁（コンクリート

橋）
トンネル 砂防設備 ○○

点検
道路橋（鋼橋）の点検業務の実施にあたり、道路法施行規
則第４条の５の２に定められた事項（健全性の診断を除く）
を確実に履行するために必要な知識及び技術

・・・ ・・・ ・・・ ・・・

診断 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

道路 砂防 ○○

橋梁（鋼橋） 橋梁（コンクリート橋） トンネル 砂防設備 ○○

点検
○○技能士
○○診断士

○○技能士
○○診断士

○○技能士
○○診断士

○○技能士
○○診断士
○○技術士

・・・

診断 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・
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民間資格の登録制度の創設について



【登録資格の活用】
○ 登録資格については、今後、発注業務等での活用を検討してく。
【資格制度の構築及び拡充の検討】
○ 新設分野における民間資格の登録制度の構築の検討

【申請資格の審査結果】
○申請資格を審査した結果、下表の資格を大臣認定資格として登録する。

【登録資格の活用等について】

港湾・海岸分野における民間資格の登録結果について

港湾・海岸分野における民間資格の登録及び活用について

業務 知識・技術を求める対象 登録資格

計画策定 管理技術者 海洋・港湾構造物維持管理士

点検・診断 管理技術者 海洋・港湾構造物維持管理士

設計 管理技術者
海洋・港湾構造物維持管理士
海洋・港湾構造物設計士
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【港湾分野】

業務 知識・技術を求める対象 登録資格

点検・診断 管理技術者 海洋・港湾構造物維持管理士 他３件

【海岸分野】



海洋・港湾構造物維持管理士について
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○海洋・港湾構造物維持管理資格とは
海洋・港湾構造物の維持管理業務に係る技術者を対象とし、その専門的知識、
技術について審査の上、維持管理の専門家として認定した資格

○海洋・港湾構造物維持管理士が有する能力
海洋・港湾構造物の点検診断等の維持管理に関する専門的知識、技術、技能を
有する

○海洋・港湾構造物維持管理士に係る評価
海洋･港湾構造物の維持管理計画の策定や維持管理の実施において専門技術者
として高く評価されている



海洋・港湾構造物設計士について
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○海洋・港湾構造物設計資格とは
海洋・港湾構造物に関する建設、改良及び維持における設計、並びに設計に関わる
調査、研究及び開発の業務に係る技術者の専門的な知識及び技術について審査し
資格を認定

○海洋・港湾構造物設計士が有する能力
・経験に基づく管理力
要求性能、設計条件、構造形式、照査手法、想定以上の外乱下での構造物の挙動、
最適構造などを見極める能力
・知識に基づく技能力
海洋・港湾構造物の設計に必要な基礎的・応用的知識を保有するとともに、基本
断面の算定、構造計算、性能照査などを行える能力

○海洋・港湾構造物設計士の評価
海洋・港湾構造物に関する設計において専門技術者として高く評価されている
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港湾管理者及び民間企業等が所有する港湾施設について、適切かつ
効率的な維持管理を推進するため、維持管理計画を策定・更新する際
の手引きとなるガイドラインを作成予定。

港湾施設の維持管理計画策定について（ガイドラインの作成）

維持管理計画策定ガイドラインの作成

（主な内容）
○ わかりやすく利用しやすいガイドラインとする（必要な情報の厳選、
効果的な写真・図表等の活用など）

○ 新規施設の計画策定だけではなく、既存施設の計画策定にも対応
○ 平成25年度の港湾法等の改正や「港湾の施設の点検診断ガイド
ライン」などの内容を反映

（公表予定時期）
○ 平成27年度前半の公表を予定
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老朽化対策にあたっては、全ての港湾管理者等において、維持
管理に係る課題解決に向けた取組が必要であることから、「地方
整備局・港湾管理者等連絡会議（案）」を設置する。

１．目 的

港湾施設の維持管理に関し、国及び港湾管理者等の連携・
支援による検討体制を整え、課題の状況を継続的に把握・
共有し、効果的な老朽化対策の推進を図ることを目的とする。

２．体 制（案）

構成員：地方整備局港湾空港部
港湾管理者等（都道府県、市町村、埠頭(株)等）

事務局：地方整備局
オブザーバー：国総研、港空研、

海洋・港湾構造物維持管理士会

地方整備局・港湾管理者等連絡会議（案）



５．当面の取組事項（案）

①維持管理状況の把握
・ 維持管理計画書の策定状況及び未策定施設に対する対応方針に
関する情報共有
・ 次年度、点検診断を実施する施設の情報共有

②維持管理体制の確保に向けた検討
・ 小規模港湾の維持管理業務について一括発注方式の検討
・ 民間技術者の活用

③港湾施設の維持管理に関する情報共有
・ 社会資本メンテナンス戦略小委員会等に関する情報の共有
・ 研修・基準類の説明、周知
・ 損傷事例や対応事例に関する情報の共有
・ 点検、措置状況に関する情報共有

※取組事項については、体制が整えば随時拡充していく。
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地方整備局・港湾管理者等連絡会議（案）



研究機関等と連携を図りながら効果的かつ効率的な点検、モニタリング、補修、改良にかかる新技術の開発促進を図る。

対応策

港湾構造物は、桟橋の裏側のように立ち入りが難しい箇所が多く、また水中にある部材も多いため、劣化状況の把握が
困難。

背景・課題

従来の点検方法 開発する技術

センサーによるコンクリート構造物の鉄
筋腐食状況を常時モニタリング

目視によって錆汁の染み出しを
確認することによって鉄筋腐食
状況を把握

小型センサー

桟橋下の狭い空間で船
による目視点検

従来の点検方法

遠隔操作可能なロボット技術（ROV）に
よって，効率的に劣化状況を確認

開発する技術

ROVによる床板裏の画像
ROV

従来の点検方法

人力でカキ殻をかき落とし，
鋼材の肉厚測定。時間も掛
かり，カキ殻は産業廃棄物
になる。

開発する技術

超音波センサー

超音波を用いて，カキ殻等が
付着したままでも鋼材の肉厚
測定が可能に

カキ殻等の付着
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維持管理に関する新技術の開発・導入に向けた取組



維持管理データベースの改良について
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◆国有港湾施設を対象に、施設の諸元、点検・診断及び修繕・更新の履歴等を内容とするデータ
ベースを構築しており、平成25年度までに情報の蓄積を完了。
◆平成２６、２７年度に港湾管理者がデータベースの情報の蓄積を完了できるよう、システムの改
良を実施。
◆運用は平成２８年度当初を予定。
◆維持管理データベースの運用以降は、データの更新をもって「港湾法第56条の2の22に基づく
国交省への報告」とする。
◆今後は、港湾施設台帳データベースと連携するシステム改良の検討を行う。

【維持管理データベース 将来的な改良イメージ】


